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［ 病院理念 ］ 玉島とその周辺の地域で暮らす人々が、疾病・障害のあるなしにかかわらず、その人らしく輝いて暮らせ、安心して一生を終えることを支援する医療機関でありたいと願います

地
域
医
療
研
修
で
学
ぶ

生
活
の
場
に
根
ざ
し
た
医
療
の
あ
り
方

る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
積
極
的
に
訪
問
診
療
を

行
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
地
域

医
療
の
真
髄
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
自
宅
で
の
患
者
さ
ん
の

様
子
は
、
病
院
で
白
衣
を
前

に
し
た
姿
と
は
ま
っ
た
く
異

な
り
、
表
情
も
生
活
の
雰
囲

気
も
含
め
て
、
そ
の
人
ら
し

さ
が
よ
り
色
濃
く
表
れ
て
い

ま
し
た
。
家
の
中
の
動
線
、

薬
の
置
き
場
所
、
家
族
と
の

関
わ
り
方
な
ど
、
カ
ル
テ
の

情
報
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な

い
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
非
常
に
新
鮮
で
あ

り
、
今
後
の
診
療
姿
勢
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
資
源
が
限
ら

れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
自

分
ひ
と
り
で
ど
こ
ま
で
対
応

で
き
る
か
」
の
重
要
性
も
痛

感
し
ま
し
た
。
内
科
医
で

あ
っ
て
も
、
創
傷
の
評
価
や

処
置
を
含
め
、
あ
る
程
度
の

外
科
的
手
技
を
的
確
に
こ
な

す
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
専

門
分
化
が
進
む
一
方
で
、
地

域
で
は
む
し
ろ
幅
広
い
総
合

新入
職員紹介

2病棟 看護師

原田　莉奈
　11月から水協同病院よ
り異動してきました。病
棟の経験がないため、初
めてのことばかりです
が、1日でも早く力になれ
るように頑張りますので、
よろしくお願いします。

水島虹の訪問看護ステーション
サテライト玉島

阪本　かおり
　２年ぶりに玉島へ帰っ
てきました。利用者の皆
様に会えるのを楽しみに
しています。お願いしま
す。

り　　なはら　だ

さか　もと

２０２６新年のご挨拶

看護部長　岡田　沙織

　旧年中は患者さま、ご家族の皆さま、そして組合員、地域の皆さまより温かいご支援とご理解を賜り心より感謝申し上げます。
昨年は変化する医療環境の中、病院理念・看護部理念を基軸に「看護が大切にしなければならないこと」を考えながら活動を継続
してきました。本年も「玉島協同病院らしさ」を忘れず、そして引き続き「看護が大切にすること」を考えながら患者さま一人ひとり
の思いに寄り添い心温まる看護の提供に努めてまいりたいと思います。皆さまにとって健康で笑顔あふれる一年になるよう祈念
いたしまして新年のご挨拶とさせていただきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　２０１４年１２月の移転から１２年目になりました。干支にすると丁度一回りとなります。当地へ開院以来、透析医療の開始、在宅
医療の強化・連携を中心に取り組みをすすめてきました。この間、多くの組合員・地域の皆さまをはじめ、多くの医療機関・介護福
祉施設などに支えられてきました。高齢化と人口減少が加速する中、私たち医療機関を取り巻く環境には様々な困難が生じてい
ますが、午年にあやかり力強く、皆さまから必要とされる医療機関として前進したいと思います。引き続きご支援・ご協力の程、宜
しくお願い致します。 事務長　青木　弘人

　世界各地では紛争が続き、格差や貧困、温暖化や環境汚染など健康に対する脅威が増しています。わが国でも社会保障費の伸
びが抑えられる中、地域では高齢化が進んでおり医療・介護・福祉の役割はますます高まっています。
　玉島協同病院は今後も様々な課題に対して、職員の知恵と力を結集し、地域の皆さまがその人らしく輝いて暮らせることを支
援する医療機関としてその役割を果たせるよう頑張ります。本年もよろしくお願いいたします。

院長　進藤　真
しん　どう　  　まこと

あお　 き　　  　ひろ　 と

おか　 だ　　  　 さ　 おり

　
水
島
協
同
病
院
の
初
期
研

修
医
の
昆
と
申
し
ま
す
。
地

域
医
療
研
修
の
一
環
と
し

て
、
玉
島
協
同
病
院
で
1
ヶ

月
半
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
玉
島
地
域
で
の
地
域
医
療

研
修
を
通
じ
て
、
医
療
資
源

の
乏
し
さ
と
住
民
の
高
齢
化

の
進
行
を
強
く
実
感
し
ま
し

た
。
診
療
所
や
病
院
ま
で
の

距
離
や
交
通
手
段
の
問
題
か

ら
、
そ
も
そ
も「
病
院
に
来

ら
れ
な
い
」
患
者
さ
ん
が
少

な
く
な
い
こ
と
を
目
の
当
た

り
に
し
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
そ
の
も
の
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
は
玉
島
だ
け
の
特
殊
な
事

情
で
は
な
く
、
日
本
各
地
の

地
方
や
中
山
間
地
域
で
も
共

通
す
る
構
造
的
な
問
題
で
あ訪問診療の同行

力
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

自
分
の
技
術
と
判
断
の
幅
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
住
民

の
安
心
に
つ
な
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　
今
回
の
地
域
医
療
研
修
を

通
じ
て
、
病
院
と
い
う
枠
を

超
え
、
生
活
の
場
に
根
ざ
し

た
医
療
の
あ
り
方
を
肌
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
学
ん
だ
視
点
と
経
験
を
今

後
の
研
修
や
診
療
に
活
か

し
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
え
る
医

師
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
初
期
研
修
医

�

　
昆こ

ん

　
尭た

か

明あ
き

）班会に参加する昆医師



　

10
月
31
日
、
11
月
１
日
に

全
日
本
民
医
連
循
環
器
懇
話

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年

に
１
度
、
全
国
の
民
医
連
の

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
循
環

器
疾
患
の
症
例
報
告
や
各
院

所
で
の
報
告
を

行
い
、
交
流
を

深
め
て
い
ま

す
。
今
年
で
39

回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

岡
山
で
の
開
催

と
い
う
事
で
、

岡
山
協
立
病
院

を
中
心
に
、
水

島
協
同
病
院
、
玉
島
協
同
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
を
行

い
ま
し
た
。
全
国
か
ら
１
０
０

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

当
院
か
ら
も
進
藤
院
長
を
は

じ
め
、
多
職
種
が
参
加
し
、

院
内
で
の
取
り
組
み
を
報
告

し
て
き
ま
し
た
。

　

心
不
全
を
は
じ
め
と
す
る

循
環
器
疾
患
の
死
亡
数
は
増

加
し
て
お
り
、
重
症
化
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
医
師
だ
け

で
な
く
多
職
種
に
よ
る
介
入

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
多
職
種
で
チ
ー
ム

を
つ
く
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
懇
話
会
で
学
ん
だ
事

を
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
心
不
全
チ
ー
ム　

�

大お
お

地ち　

和か
ず

樹き

）

全
日
本
民
医
連
循
環
器
懇
話
会
に
参
加

全
日
本
民
医
連
循
環
器
懇
話
会
に
参
加

玉
島
協
同
病
院
は
今
後
も
部
屋
代
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
／
カ
ル
テ
を
開
示
し
て
い
ま
す

（2） 第 316 号 たましま協同病院だより 2026 年１月１日

玉島協同病院は無料低額診療事業を行っています。お気軽にご相談下さい。

♥パスタ…………３００～４００ｇ ソース▼
♥茹でる時の塩…… 大さじ２ ♥生クリーム １５０～２００ｃｃ
♥ハムか生ハム………１パック ♥卵…………全卵１＋卵黄１
♥仕上げの黒コショウ…… 少々 ♥チーズ（お好みの）
♥オリーブオイル（あれば）　　　 　…………… １００ｇくらい
………………………… 少々 ♥コンソメ顆粒 … 小さじ１

204
シリーズ

※ウーシャンフェン
シナモン・クローブ・
八角などがミックス
されたスパイス

付け合わせにグリーンサラダを添えて（好きな野菜で）

♥ミンチ肉（お好みの肉）　　　　　　　　　　２００ｇ
　　玉ねぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　2分の1
　　にんにく　　　　　　　　　　　　　　１かけ又はチューブ２ｃｍ
　　クミンパウダー　　　　　　　　　　　小さじ　２
　　ケチャップ　　　　　　　　　　　　　大さじ　2～３
　　ウスターソース　　　　　　　　　　　大さじ　2～３
　　塩とこしょう　　　　　　　　　　　　少々
　　白いご飯　　　　　　　　　　　　　　2人分

……200g
…30cm位

……4分の1個
…………………１個

①パスタを30分前から水に浸しておく。（もちもち食感になる）
　ハムか生ハムを1㎝角に切る。
②大きめのボールにソースの材料を合わせておく。
　（チーズは粉チーズととろけるチーズを混ぜるとコクが出て
美味しいです）
　切ったハムか生ハムを加える。
③パスタをお好みの硬さに茹でて、ゆで汁が垂れる位でソース
に加えてよく混ぜる。（ゆで汁の塩気が味付けになります）
④あればオリーブオイルをぐるっと回しかける。
　皿に盛り付けてから黒コショウを少々振る。

レタス、きゅうり、トマトなどを食べやすく切り、レモン汁（好きな
酢）、塩コショウ、オリーブオイル（好きなオイル）少々を少しず
つかけて全体を混ぜる。

作り方

材　料 （３～４人分）

卵
、チ
ー
ズ
、生
ク
リ
ー
ム
を
合
わ
せ
て
お
い

て
、茹
で
た
パ
ス
タ
を
か
ら
め
る
だ
け
で
美
味

し
い
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
が
作
れ
ま
す
。

具
材
に
ハ
ム
や
生
ハ
ム
を
使
う
と
手
軽
で
す
。

♥ミックスビーンズ缶（小）
♥マカロニ（好みの形）
♥きゅうり
♥たまねぎ
♥マヨネーズ
♥ヨーグルト（ある時）
♥砂糖
♥塩、コショウ

……１缶
……７0～８０g

………………………１本
………………４分の１個
………………大さじ２

…大さじ１～２
………………………小さじ１

…………………少々

簡単カルボナーラ

病棟師長による発表の様子

インタビューの様子
心不全チームのメンバー♪

玉島協同病院
公式インスタグラム

@tamashima_kyoudou

Fo l low Us !

　10月24日（金）、玉島西中学校のみなさんが事
業所訪問に来られ、今年は一般病棟と訪問看護ス
テーションを見学し、実際に病院で働くスタッフ
からの説明を聞いてもらいました。見学の後はイ
ンタビュータイムを設け、生徒さんからの様々な
質問に、当院のソーシャルワーカー、看護師が答
えさせていただきました。参加した生徒さんから
は、「命を預かる大事な仕事していることが分かっ
た」「医療に関する興味がより高まった」などの
感想が寄せられました。今後、進路を考えていく
上で、今回の経験を活かしてもらえたら嬉しく思
います。
�（地域医療･ケアサポートセンター　柳

やな

瀬
せ

　佳
か

奈
な

）

中学生事業所訪問

玉島を支える人たちを知る

療養病棟で秋祭り療養病棟で秋祭り

　11月12日（水）、療養
病棟で秋祭りを開催しま
した。リハビリ体操を行
なったり、的当てゲーム
や御神輿をかついだりし
て盛り上がりました！
� （１病棟）


